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①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

使用教材 　作成プリントを配布して使用します。 連絡先
　質問や相談があるときは事務課を通して直
接訪ねてください。

評価方法
前期：実技試験(バイタル計測)30％、
後期：あん摩臨床実習評価(教員評価)20％、カルテ評価10％
通年：平常点40％

実務経験
水野：教員歴25年
有馬：教員歴20年

履修上の
注意

　臨床力を総合的につけるための授業です。授業内容に
真摯に取り組む姿勢が大切です。

授業時間
外の学習

　徒手練習は4人以上集まると実技室を使用でき
ます。積極的に練習しするようにしてください。

あん摩臨床実習前演習

臨床実習患者像作成と練習⑥
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

身体所見の取り方①(バイタル)
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

鍼灸実技総合演習

身体所見の取り方③(打診)
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

身体所見の取り方④(バイタル復習)
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

身体所見の取り方⑤(バイタル復習)
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

鍼灸実技演習①
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

鍼灸実技演習②

身体所見の取り方②(感覚検査)
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

臨床実習患者像作成と練習⑤

45時間

学修内容
　患者に対する臨床実践を通して、施術者としての態度・習慣、ならびに安全・適切な施術を
　行うための基本的臨床能力を養う。

授業の
到達目標

　Ⅰ.プロフェッショナリズム　　1．他者を思いやり尊重する態度　　　　　3．自己の役割を誠実に果たす姿勢
　　　　　　　　 　　　　　　　4．自己点検・自己評価および自己研鑚に努める態度
　Ⅱ.医学的知識　　　　　　　　8．リスク管理
　Ⅳコミュニケーション　　     1.身だしなみ・礼儀やマナー　       　　2.聴く・観る・書く・伝える
　　　　　　　　　　　　　　　 3.患者に対するホスピタリティ・共感的態度
　　　　　　　　　　　　　　　 4.他者と良好な関係を構築できる能力

授業の方法 実　習 単位数 １単位 時間数

①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

臨床実習患者像作成と練習② あん摩臨床実習前練習

臨床実習患者像作成と練習③
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

臨床実習患者像作成と練習④
①あん摩患者実習前準備および実習後のまとめ
②3年生評価実習患者役練習

テーマ テーマ

臨床実習全体オリエンテーション あん摩臨床実習オリエンテーション

臨床実習患者像作成と練習① あん摩臨床実習前練習

評価基準 評価：90-100点（A評価） 、80-89点（Ｂ評価）、70-79点（Ｃ評価）、60-69点（Ｄ評価）、59点以下（ Ｆ・不可）

有

授業科目名 臨床実習 担当教員 有馬香代・水野浩一

学　　　科 鍼灸マッサージ科 学　年 期　別 通年 科目の実務経歴

授業計画

前　　　期 後　　期


